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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:シャペロンを介したタンパク質フォールディングに役割を果たす可能性があります。,誘導:UV によって誘導され、TP53/p53 によって抑制されます。,類似性:プレフォールディン サブユニット ベータ ファミリーに属します。,組織特異性:正常な精巣で主に発現し、他の臓器でも低下しているが検出されます。,機能:シャペロンを介したタンパク質フォールディングに役割を果たす可能性があります。,誘導:UV によって誘導され、TP53/p53 によって抑制されます。,類似性:プレフォールディン サブユニット ベータ ファミリーに属します。,組織特異性:正常な精巣で主に発現し、他の臓器でも低下しているが検出されます。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達、DNA/RNA、DNA損傷と修復、DNA損傷応答、p53、シグナル伝達、タンパク質輸送、シャペロン、その他のシャペロン
	画像データ
	

	PDRG1抗体を用いたJurkat細胞、COLO細胞、MCF-7細胞、HepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PDRG1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

